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医学研究に用いられたチンパンジー：研究への貢献から治療とケアへ 
 

岡本宏明 

 

チンパンジーはヒトに近縁で、その遺伝的・

生理学的類似性から、長年にわたりさまざま

な医学研究に用いられてきました。感染症研

究では、A型肝炎ウイルス（HAV）、B型肝炎ウ

イルス（HBV）、C 型肝炎ウイルス（HCV）など

の肝炎ウイルスに加え、ヒト免疫不全ウイルス

（HIV）や RS ウイルス（RSV）などの研究にも

利用されました。とくに HAV、HBV ではワク

チン開発に、HCV では非 A 非 B 型肝炎の病

原体解明から診断法、抗ウイルス薬の開発に

至るまで重要な役割を果たしました（PMID: 

29045731）。本稿では、その中でも日本で

の HCV 研究に用いられたチンパンジーの長

期的な健康影響と、その後に行われた治療に

ついて紹介します。 

日本では1974年にチンパンジーを用いた

医学研究が始まり、150 頭を超える個体がア

フリカから輸入され、複数の施設で研究に用

いられました。侵襲的医学研究は 2006 年に

停止され、その後は研究利用を終えた個体の

長期飼育、健康管理、福祉へと重点が移され

ました。現在、熊本サンクチュアリでは、こうし

た元研究個体の生涯にわたるケアが続けられ

ています（PMID: 35946233）。 

研究終了後に残された問題の一つが、実験

的な HCV 感染の長期的影響でした。2022

年に報告された 120 頭の長期データでは、

22 頭が HCV 持続感染個体で、14 頭が死亡、

8 頭が生存していました。HCV 持続感染個体

では非持続感染個体より死亡リスクが高く、

生存期間中央値は 38.0 歳で、非持続感染個

体の48.9歳より短いことが示されました。ま

た、肝機能異常に加え、腎機能への影響や出

血傾向も示唆され、研究終了後も長期的な健

康管理が必要であることが明らかになりまし

た（PMID: 35946233）。 

一方、ヒトの HCV 感染症では直接作用型

抗ウイルス薬（direct-acting antivirals: 

DAAs）によって高率にウイルス排除が可能と

なりました。そこで、熊本サンクチュアリに残る

HCV持続感染個体にも、研究目的ではなく治

療目的で DAA を投与する計画が進められま

した。高額な DAA 薬剤費を確保するため、

2022 年と 2023 年に 2 回のクラウドファ

ンディングが実施され、総額約4,833万円の

寄付が集まりました。これらの支援も活用して

8 頭全頭への治療が進められました(第 1 回：

https://readyfor.jp/projects/ks_kyo

to-u_2;第 2 回：https://readyfor.jp/ 

projects/ks_kyoto-u_3)。 

2023～2024 年に 8 頭が DAA 治療を

受け、6 頭（75％）で持続的ウイルス学的著効

（SVR）が得られました。一方、2 頭では HCV

を排除できず、それぞれ NS5A-P32del お

よび L31F/Y93H という耐性関連変異が認

められました。これらの所見は、チンパンジー

でもヒトで知られている NS5A 耐性関連変異

が治療不成功に関与しうることを示唆してい

ます（PMID: 42478159）。 

さらに重要なのは、SVRを達成した6頭の

うち 3 頭で肝細胞癌（HCC）が発見されたこ

とです。治療後に確認された腫瘍は最大 5～

8 cm に達していました。また、1 頭では明ら

かな肝硬変を認めないにもかかわらず HCC

が発生していました（PMID: 42478159）。 

これらの結果は、数十年に及ぶ HCV 感染

では、ウイルス排除に成功しても治療後の継

続的な観察が必要であることを示しています。

報告では、線維化の程度にかかわらず、HCV

曝露歴を有するチンパンジーに腹部超音波検

査や腫瘍マーカー測定を含む生涯にわたる

HCC サーベイランスを行うことが推奨されて

います（PMID: 42478159）。 

チンパンジーは、肝炎をはじめとする感染

症の理解と予防・治療法の発展に大きく貢献

してきました。そして数十年後、そうした研究

から生まれたDAAが、研究に用いられたチン

パンジー自身の治療に使われることになりま
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した。研究によって得られた医学的利益を、研

究に貢献した動物の健康と福祉にも還元する

ことは重要です。今回の治療は、チンパンジー

の医学研究への貢献を「研究対象」としての役

割だけで終わらせず、研究終了後の治療、生

涯にわたる健康管理とケアまで含めて捉え直

す象徴的な事例といえます。 

 

(令和 8 年 8 月 24 日 記)


